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Abstract
In this research， we carried out the autism spectrum disorder（ASD） screening questionnaire （ASSQ-R） 
for 119 child nursing institutionalized children of three places in K city in order to examine inter-rater reli-
ability of ASSQ-R and search problems existed in this type of screening in child nursing homes. As a result， 
it revealed that although ASSQ-R showed an appropriate inter-rater reliability， it had a difﬁculty of distin-
guishing ASD from reactive attachment disorder. On the basis of these results and the  results of a more detail 
qualitative analysis of the questionnaire， we pointed out that the neuropsychological tests of motor and per-


















広汎性発達障害（Pervasive Developmental Disorders: PDD）（DSM- Ⅳ）は，この自閉症を含む上位概念
であり，そこには自閉症の他に，アスペルガー障害，レット症候群，小児崩壊性障害，非定型の広汎性
発達障害などが含まれている．PDD の多くは知的障害を伴うが，なかには知的障害のみられないケー
スもある．これはとくに高機能広汎性発達障害（High Function Pervasive Developmental Disorders: HFPDD）
と呼ばれ，そのなかに高機能自閉症，アスペルガー症候群，非定型の高機能広汎性発達障害が含まれる．
最近では，HFPDD を知的障害のない（すなわち高機能）自閉症スペクトラム障害（Autism Spectrum 
























































K 市内の 3 つの児童養護施設に依頼して，6～18 歳の児 119 名を対象に ASSQ-R を実施した．
ASSQ-R は ASSQ を元に作成された尺度である．この ASSQ というのは Ehlers et al．（1999）3）により開
発された高機能 ASD の疑いのある 7 歳から 16 歳の子どもをスクリーニングするための親あるいは教師
評定による尺度である（伊井ら　2003）4）．この ASSQ を翻訳・修正して ASSQ-R が作成されたのである．
ASSQ-R は自閉症によくみられる社会性，言語，行動，興味の特徴が，該当の子どもに当てはまるか否
かを問う 27 項目から構成されており，各項目は 0（いいえ），1（多少），2（はい）の 3 段階で評定するよ
うに求められる．可能な得点範囲は 0 から 54 点である．27 項目の中の 11 項目は社会的相互作用を考
慮した質問であり，6 項目はコミュニケーションの問題に関連した項目である．また残りの項目は，運
動の不器用さとチック症状の有無を判定する項目になっている．ASSQ-R の記入に要する時間は約 10
分である．回答は，対象児をよく知っている指導員の方 2 名により ASSQ-R に記入してもらった．そ
の際，お互いに相談はしないようにお願いした．
回答を求める前に施設において ASSQ-R の回答方法についての説明を実施した．そのさい，ASSQ-R
の各項目の意味について，伊井ら（2003）4）に基づき，以下の Table 1 のように説明した．
結果と考察
















今回，117 名の ASSQ-R の合計の平均得点は 8.6 点となった．この数値は Ehlers and Gillberg（1993）5）























































り（すなわち，ASD の疑い）と判定することにした．子ども 1 人につき 2 名の指導員が評価したので，1
人の子どもに 2 種類の評価が得られ，これらの得点がともに 19 点以上を示した子どもを ASD 疑いと判
定した．
その結果，117 名中 15 名（12.8％）の児がその基準に該当した．性別内訳は男子 7 名，女子 8 名であっ



























先行研究がある．彼らは，HFPDD と反応性愛着障害の両方の診断基準をみたす 22 例について治療的介
（萱村，井関）
－ 58 －
入（薬物療法と精神療法）を行い，自閉的な印象は 11 例において軽減し，残りの 11 例では変化がなかっ















も先天的な ASD とそっくりな臨床像として定着してしまうということである．このことは，ASD だけ
でなく反応性愛着障害においても，早期発見，早期治療が求められることを強く示唆する結果といえる
だろう．
以上をまとめると次の 3 点に集約できる．① ASSQ-R により ASD と反応性愛着障害を区別すること
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